
2023年度 第4回例会（Webinar） 

「Managing Market Risk under New Solvency Regime 

- Key considerations and lessons learned from the first year of 

adopting IFRS17 and K-ICS in Korean insurance industry」 

公式ＣＰＤ ： 2.0単位 

＜リスク管理＞ 

1. 韓国の ICS (K-ICS) 導入の経過について以下の章に分けてご説明いたします。 

 - K-ICSの概要 

 - 市場リスク測定方法 

2. 金利リスクの管理 

 - 金利リスクのヘッジに関する問題 

 - ヘッジ手段不足の問題 

 - スミス・ウィルソン法における補間・補外に関する問題 

3. 株式リスクの管理 

 - 株式リスクのヘッジに関する問題 

4. ヘッジプログラムの実行に関する考察 

◆日時 ： 2023年10月16日（月） 17：00 ～ 19：00 

※例会のWebinar化に伴いまして、当日参加が難しい方のために、録画動画の再放送を実施します。再放送を視聴の場合も当日参

加と同様に出席と見做して公式CPD単位を取得可能ですので、 当日の参加が難しい方は是非ご活用ください。 

 再放送の日程は次の通りです。 

【11月7日（火）18：00 ～ 20：00 】（予定） 

再放送の参加方法等は改めてご案内いたします。  

また、当日の講演動画はeラーニングコンテンツとして掲載予定ですので、当日・再放送ともに参加できなかった方はeラーニング

コンテンツをご活用ください。  

◆会場 ： ZoomによるWebinar開催 （定員 先着500名） 

◆講師 ： TK Lee 氏   
            ＜ Managing Director and head of Aon PathWise Solutions Group APAC, Fellow of the Society of  Actuaries ＞         

       ※英語での講演となります。当日は日本語通訳があります。 

◆参加登録 ： 別紙をご参照ください。定員に空きがあれば、開催時刻まで登録は可能です。 

※登録の際にご入力いただく氏名・会員番号・生年月日は、例会当日のCPD単位のための出席確認に利用します（単位集計をより

正確に行う目的で、生年月日のご入力をお願いしております）。お間違えのないよう、正確にご入力をお願いいたします。 

※登録上限を500名に設定しており、上限に到達した場合には登録ができません。参加を取りやめる場合は登録のキャンセルをお

願いいたします。  

 

◆講演資料 ： 当会会員ホームページからダウンロードしてください（講演当日までに掲載予定 ）。 ※英語版のみ          

 

◆質疑応答 ： QA・アンケートツールである「Slido」を使用します（詳細は別紙をご確認ください） 。 パソコンでライブ配信を視聴し、スマートフォンで
Slidoを使用することをお勧めします。なお、「Zoom」のQ&Aにご入力いただいた質問も、例会事務局にて「Slido」へ転記します。 

 

 

 

■講師プロフィール 

お問い合わせ：日本アクチュアリー会 事務局 鈴木（suzuki@actuaries.jp）、板倉(itakura@actuaries.jp） 

 TK Lee氏  
 AONのPathWise Solutions Group (PSG)のマネージング・ディレクターであり、アジア太平洋地域における責任者を務める。韓国とカナダの大手生命保
険会社にて17年以上に渡る業務経験を持ち、AON PSGに入社する前は、韓国の 教保生命（Kyobo Life）で勤務し、変額年金（VA）商品の開発、VA
のヘッジの実装、IFRS17の負債評価などの多くのプロジェクトを指揮してきた。また、カナダのサンライフとマニュライフの両方で経済資本に関する豊富
な経験を持つ。Society of Actuariesのフェローであり、カナダのウェスタン大学で保険数理科学を専攻し統計学の学位を取得  


